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中
央
集
権
的
国
家
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

諸
国
に
国
府
を
置
き
、
そ
の
国
府
と
都
間
、
ま
た
は
国

府
相
互
間
の
連
絡
を
緊
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
大
化
以
前
に
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
て
い
た
７
道

(

東

海
、
東
山
、
北
陸
、
山
陰
、
山
陽
、
南
海
、
西
海)

を

官
道
と
し
て
駅
伝
制
を
敷
く
と
と
も
に
、
畿
内
以
外
の

諸
国
を
７
道
に
付
随
さ
せ
、
地
方
行
政
区
と
し
た
。
土

佐
が
讃
岐
、
阿
波
、
伊
予
、
紀
伊
、
淡
路
と
と
も
に
南

海
道
に
属
し
た
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

土
佐
を
は
じ
め
讃
岐
、
伊
予
、
阿
波
へ
の
官
道
・
南

海
道
は
、
都
か
ら
紀
伊
の
国
府
を
経
て
加
太
の
港
か
ら

淡
路
島
の
由
良
へ
。
さ
ら
に
福
良
か
ら
鳴
門
の
渦
潮
を

渡
り
、
阿
波
の
牟
夜
に
上
陸
、
四
国
入
り
し
た
。
土
佐

へ
は
讃
岐
を
経
て
伊
予
に
入
っ
て
西
進
、
一
説
で
は
遠

く
南
伊
予
の
海
岸
に
沿
っ
て
�
回
、
幡
多
に
入
り
、
東

進
し
て
国
府

(

南
国
市
比
江)

に
至
っ
た
と
い
う
。
ま

た
一
説
で
は
、
現
在
の
国
道
１
９
４
号
に
近
い
経
路
で

本
川
に
達
し
、
そ
こ
か
ら
仁
淀
川
沿
い
に
伊
野
を
経
て

国
府
に
向
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

高
速
交
通
手
段
が
な
く
、
人
の
足
よ
り
早
い
の
は
馬

し
か
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
あ
ま

り
に
も
遠
い
道
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
養
老
２

(
７

１
８)

年
に
は
、
土
佐
の
国
司
が
、
阿
波
か
ら
海
岸
沿

い
に
室
戸
岬
を
経
て
土
佐
に
入
る
新
道
を
開
く
こ
と
を

申
請
、
こ
れ
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。｢

続
日
本
紀｣

の
同

年
５
月
７
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

土
佐
国
言
。
公
私
使
直
指
土
左
。
而
其
道
経
伊
与

国
。
行
程
�
遠
。
山
谷
険
難
。
但
阿
波
国
。
境
土
相

接
。
往
還
甚
易
。
請
就
此
国
。
以
為
道
路
。
許
之
。

こ
れ
ら
７
道
の
規
模
は
従
来
、
幅
１
〜
２
ｍ
で
曲
が

り
く
ね
っ
た
、
踏
み
分
け
道
と
あ
ま
り
差
の
な
い
も
の

と
み
ら
れ
て
い
た
。
道
路
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
よ

く
整
備
さ
れ
る
と
い
う
の
が
常
識
と
さ
れ
て
い
て
、
旧

東
海
道
の
箱
根
、
伊
豆
あ
た
り
の
道
幅
も
１
〜
２
ｍ
で

あ
る
の
で
、
そ
う
推
測
す
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
１
９
７
０(

昭
和
45
〜
54)

年
代
か
ら
空
中
写

真
に
よ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
ソ
イ
ル
マ
ー
ク
な
ど
の
観

測
が
発
達
、
大
縮
尺
地
図
と
の
併
用
で
地
表
の
下
に
隠

さ
れ
て
い
る
古
代
の
道
の
痕
跡
の
検
出
が
可
能
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
驚
い
た
こ
と
に
は
幅
が
12
ｍ
前
後
あ
り
、

計
画
的
に
真
っ
す
ぐ
に
造
ら
れ
た
道
の
痕
跡
が
、
各
地

で
検
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
砂
利
で
路
面
を

固
め
、
両
側
溝
も
備
え
、
道
路
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

構
造
で
あ
る
の
も
分
か
っ
た
。
こ
う
し
た
規
模
、
構
造

か
ら
、
官
道
が
軍
事
道
路
と
し
て
建
設
さ
れ
た
と
す
る

説
が
あ
る
が
、
古
代
の
軍
制
で
は
、
兵
士
は
現
地
徴
募

で
あ
り
、
都
か
ら
隊
伍
を
組
ん
で
進
軍
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
し
て
、
断
定
す
る
に
は
多
分
に
疑
問
が
残
る

と
の
反
論
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
然
の
地
形

に
関
係
な
く
計
画
的
に
造
ら
れ
た
幅
12
ｍ
前
後
の
直
線

道
路
は
、
多
大
な
物
的
、
人
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
投
入
と
、
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土
木
技
術
が
到
達
し
た
水
準
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

南
海
道
に
は
大
幅
員
の
直
線
道
路
遺
構
の
一
部
が
検

出
さ
れ
た
所
も
あ
る
が
、
山
越
え
の
道
が
ほ
と
ん
ど
の

本
県
分
で
は
、
幅
12
ｍ
も
の
直
線
道
路
を
造
る
こ
と
は

不
可
能
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
土
佐
の

国
司
の
官
道
の
コ
ー
ス
変
更
申
請
は
、
そ
う
し
た
峻
険

な
地
形
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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公
田
公
民
制
を
基
礎
と
し
た
律
令
性
は
、
６
世
紀
に

入
る
と
揺
ら
ぎ
始
め
た
。
班
田
農
民
へ
の
諸
負
担
の
荷

重
が
浮
浪
や
逃
亡
を
招
い
た
の
と
、
律
令
性
が
、
成
立

の
時
点
で
既
に
①
神
田
、
寺
田
、
功
田
の
私
有
②
位
田
、

職
田
の
私
有
地
的
な
扱
い
の
承
認
な
ど

土
地
私
有

制
を
展
開
さ
せ
る
要
因
を
内
包
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
権
門
勢
家
、
地
方
豪
族
を
し
て
、
公
民
を
ほ

し
い
ま
ま
に
使
役
し
墾
田
を
開
発
、
私
有
化
さ
せ
て
い

き
、
７
４
３

(

天
平
15)

年
に
出
さ
れ
た

｢

墾
田
永
世

私
財
法｣

の
詔
に
よ
り
一
層
加
速
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
律
令
性
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
た
め
、

桓
武
天
皇
は
、
７
９
４

(

延
暦
13)

年
、
造
営
途
中
の

長
岡
京
を
放
棄
、
山
背

(

城)

国
�
野
郡
字
太
村
の
地

に
平
安
京
を
造
営
、
都
を
移
し
た
。
明
治
維
新
に
よ
る

東
京
遷
都
ま
で
約
１
０
０
０
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た
京

の
都
の
始
ま
り
で
あ
り
、
12
世
紀
末
の
鎌
倉
幕
府
成
立

ま
で
約
４
０
０
年
間
続
く
平
安
時
代
の
開
幕
で
あ
っ
た
。

そ
の
初
期
に
は
前
代
か
ら
の
唐
風
文
化
が
栄
え
、
天

台
、
真
言
の
新
仏
教
が
成
立
、
中
、
後
期
に
は
国
風
文

化
が
興
り

｢

源
氏
物
語｣

、｢

枕
草
子｣

、｢

土
佐
日
記｣

な
ど
が
書
か
れ
、
勅
撰
で

｢

古
今
和
歌
集｣

が
編
ま
れ

る
な
ど
、
華
や
か
な
王
朝
文
化
に
彩
ら
れ
た
。
し
か
し

一
方
で
は
、
桓
武
天
皇
の
政
策
が
平
城
天
皇
を
経
て
嵯

峨
天
皇
の
代
に
実
り
、
修
正
律
令
政
治
が
展
開
さ
れ
た

が
、
荘
園
の
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
律
令
性
は
解
体
へ
の

足
取
り
を
一
段
と
早
め
た
。
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土
佐
で
も
平
安
時
代
中
期
に
な
る
と
荘
園
が
増
え
始

め
た
。
荘
園
の
始
ま
り
は
様
々
で
、
封
戸
も
そ
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
。
封
戸
は
、
律
令
制
で
上
流
貴
族
に
与

え
ら
れ
た
俸
禄
。
官
職
、
位
階
に
応
じ
て
戸
数
が
決
め

ら
れ
、
そ
の
田
租
の
半
分
、
後
に
は
全
部
と
調
、
庸
を

給
さ
れ
た
。
社
寺
に
も
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奈

良
時
代
に
、
土
佐
郡
鴨
部
郷
と
吾
川
郡
大
野
郷
の
そ
れ

ぞ
れ
50
戸
が
東
大
寺
の
封
戸
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

が

｢

東
大
寺
文
書｣

に
記
さ
れ
て
い
る
。
封
戸
は
、
公

地
公
民
を
建
前
と
し
た
律
令
制
下
に
あ
っ
て
は
、
原
則

的
に
国
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
私
有
化

さ
れ
、
荘
園
へ
と
変
身
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
鴨

部
郷
、
大
野
郷
も
同
じ
よ
う
に
荘
園
化
し
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
と
地
方
史
研
究
者
は
み
て
い
る
。

ま
た
貴
族
や
社
寺
が
開
発
し
て
土
地
を
私
有
化
し
た

自
墾
系
荘
園
が
平
安
時
代
初
期
に
、
さ
ら
に
末
期
に
な

る
と
、
在
地
豪
族
や
有
力
農
民
が
、
自
分
た
ち
が
開
墾

し
た
名
田
に
、
国
司
や
他
の
豪
族
た
ち
が
手
出
し
で
き

な
い
よ
う
に
中
央
の
権
門
、
社
寺
に
寄
進
し
た
形
を
と
っ

た
寄
進
地
系
荘
園
も
現
れ
た
。
自
墾
地
系
荘
園
と
し
て

は
、
和
気
氏
の
土
佐
郡
久
満
荘
、
香
美
郡
田
村
壮
が
知

ら
れ
て
い
る
。
寄
進
地
系
荘
園
と
し
て
は
、｢

皇
室
領
土

佐
郡
朝
倉
荘
、
摂
関
家
領
の
安
芸
郡
和
食
荘
、
長
岡
郡

片
山
荘
、
石
清
水
八
幡
宮
領
夜
須
荘
、
密
厳
院
領
長
岡

郡
介
良
荘
を
は
じ
め
、
安
芸
郡
奈
半
荘
、
長
岡
郡
吾
椅

荘
・
高
岡
郡
津
野
荘
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
、
中
世
に
は
い
っ

て
か
ら
は
さ
ら
に
ふ
え
て
く
る
よ
う
に
な
る｣

(

山
本
大

著

｢

高
知
県
の
歴
史｣)

。
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そ
う
し
た
荘
園
の
発
生
、
発
達
の
歴
史
な
ど
は
、
早

く
か
ら
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
最
近
は
荘
園
絵
図
を

手
が
か
り
に
荘
園
主
の
館
、
農
民
の
住
ま
い
、
田
畑
の

様
子
な
ど
荘
園
の
姿
が
具
体
的
に
解
明
さ
れ
て
き
て
い

る
。
一
方
、
荘
園
を
開
墾
、
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必

要
だ
っ
た
灌
漑
用
水
路
を
掘
り
、
畦
畔
を
造
っ
た
農
業

土
木
技
術
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
。
そ
の
数
少
な
い

史
料
の
一
つ
が

｢

今
昔
物
語
集

巻
第
二
十
六｣

に
あ

る

｢

土
佐
国
妹
兄
行
住
不
知
島
語
第
十｣

で
あ
ろ
う
。

年
若
い
兄
妹
が
、
両
親
に
連
れ
ら
れ
田
植
え
に
行
っ
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た
先
で
、
舟
に
残
り
両
親
を
待
つ
間
に
寝
入
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
う
ち
舟
が
潮
に
引
か
れ
て
漂
い
妹
背
島
に
流

れ
着
き
、
そ
の
開
祖
と
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
話
の
あ

ら
す
じ
で
、
妹
背
島
は
宿
毛
市
沖
の
島
だ
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
に
、｢

馬
歯
、
辛
鋤
、
鎌
、
鍬
、
斧
、
鐇
た
つ
き
ナ

ド｣

と
当
時
使
わ
れ
て
い
た
農
具
の
名
が
出
て
く
る
。

馬
歯
は
馬
鍬
で
、
牛
馬
に
ひ
か
せ
て
田
を
す
き
返
す

の
に
用
い
る
。
長
さ
約
１
ｍ
の
横
木
に
約
20
㎝
の
鉄
製

の
歯
10
本
内
外
を
植
え
、
こ
れ
に
鳥
居
形
の
柄
を
つ
け

た
も
の
。
辛
鋤
は
大
陸
伝
来
の
鋤
で
唐
鋤
と
も
書
く
。

鐇
は
、
き
こ
り
が
用
い
る
広
刃
の
大
き
い
斧
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	



律
令
性
が
解
体
に
向
か
い
、
国
家
権
力
が
衰
退
す
る

に
つ
れ
、
各
地
の
治
安
状
態
が
悪
化
、
９
３
５

(

承
平

５)

年
に
は
関
東
で
平
将
門
、
翌
９
３
６
年
に
は
宇
和

海
の
日
振
島
を
根
拠
地
に
前
伊
予
掾
藤
原
純
友
が
反
乱

を
起
こ
し
、
朝
野
に
大
き
い
衝
撃
を
与
え
た
。
将
門
は

９
４
０

(

天
慶
３)

年
、
政
府
の
命
を
受
け
た
押
領
使

藤
原
秀
郷
と
一
族
の
平
貞
盛
に
、
純
友
も
９
４
１
年
、

追
捕
使
小
野
好
古
、
源
経
基
ら
に
よ
っ
て
討
伐
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
時
代
は
、
藤
原
北
家
に
よ
る
摂
関
政
治
、

次
い
で
院
政
時
代
へ
と
移
り
、
保
元
・
平
治
の
乱
を
勝

ち
抜
い
た
平
清
盛
が
覇
権
を
握
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て

貴
族
は
政
治
の
実
権
を
失
い
、
律
令
制
解
体
が
進
む
中
、

地
方
の
農
村
社
会
を
背
景
に
台
頭
し
て
き
た
武
士
の
世

の
中
と
な
っ
た
。
清
盛
は
１
１
６
７

(

仁
安
２)

年
、

武
士
と
し
て
最
初
の
太
政
大
臣
と
な
り
、
一
族
も
栄
華

を
極
め
た
が
、
源
平
合
戦
の
末
、
20
年
足
ら
ず
で
没
落

し
た
。

土
佐
も
、
そ
の
間
、
藤
原
氏
、
次
い
で
平
家
の
支
配

下
に
次
第
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
源
頼
朝
が
挙
兵
し
た

際
に
は
、
土
佐
で
は
平
家
側
が
優
勢
で
、
長
岡
郡
介
良

荘
に
流
さ
れ
住
ん
で
い
た
弟
の
希
義

(

義
朝
の
五
男)

は
、
呼
応
す
る
の
を
恐
れ
た
平
家
側
の
蓮
池
家
綱
、
平

田
俊
遠
に
討
た
れ
た
。
し
か
し
希
義
が
、
平
家
の
追
っ

手
か
ら
逃
れ
頼
ろ
う
と
し
た
那
須
行
家
の
よ
う
な
、
源

氏
に
心
を
寄
せ
て
い
た
豪
族
も
い
て
、
平
家
没
落
後
は
、

そ
れ
ら
豪
族
が
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
ま
た
壇
ノ
浦
で
敗

れ
た
平
家
の
落
人
が
各
地
に
隠
れ
住
ん
だ
と
い
わ
れ
、

二
位
の
尼
に
抱
か
れ
海
に
沈
ん
だ
は
ず
の
安
徳
天
皇
も
、

助
け
ら
れ
越
知
の
横
倉
山
に
落
ち
延
び
行
宮
を
営
ん
だ

と
の
言
い
伝
え
も
あ
る
。

�
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平
安
時
代
の
第
一
の
土
木
工
事
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
平
安
京
の
造
営
で
あ
る
。
遺
構
が
現
在
の
市
街
地
の

下
に
埋
ま
っ
て
い
た
、
当
時
の
正
確
な
姿
は
分
か
っ
て

い
な
い
が
、
文
献
、
絵
図
な
ど
の
史
料
は
多
く
、
そ
れ

ら
に
基
づ
い
て
、
南
北
に
細
長
い
長
方
形
で
東
西
32
町

(

約
４
・
２
㎞)

、
南
北
38
町

(

約
４
・
９
５
㎞)

、
平
城

京
よ
り
、
や
や
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
大
内
裏

(

宮
城)

は
京
北
部
の
中
央
に
あ
り
東
西
８
丁(

８
７
２
・

７
ｍ)

南
北
10
丁

(

１
０
９
０
・
９
ｍ)

で
あ
っ
た
。

そ
の
南
面
中
央
の
朱
雀
門
か
ら
、
幅
員
28
丈

(

84
ｍ)

の
朱
雀
大
路
が
真
っ
す
ぐ
南
へ
羅
城
門
へ
と
伸
び
、
京

中
を
左
右
両
京
に
分
け
、
さ
ら
に
各
京
は
南
北
９
条
東

西
４
坊
の
碁
盤
目
状
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

平
安
京
の
造
営
に
次
ぐ
初
期
の
大
事
業
は
、
北
方
の

経
営
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
北
上
川
流
域
に
胆
沢
、

志
波
城
な
ど
が
築
か
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
２
大
事
業

も
、
巨
費
を
要
し
民
百
姓
を
苦
し
め
る
こ
と
と
な
り
、

８
０
６(

大
同
元
２)

年
、
と
も
に
中
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
は
、
平
清
盛
に
よ
る
大
輪
田
泊
の
修
築
、

新
仏
教
の
興
隆
に
伴
う
寺
院
建
築
の
ほ
か
見
る
べ
き
も

の
は
少
な
い
。
道
路
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
初
期
に
こ
そ

作
路
司
を
置
き
維
持
管
理
に
当
た
ら
せ
た
が
、
時
代
が

下
が
り
朝
廷
の
勢
威
が
衰
退
す
る
に
つ
れ
、
七
官
道
の

駅
制
の
維
持
も
で
き
ず
、
勅
使
さ
え
伝
馬
に
乗
れ
な
い

有
様
と
な
っ
た
。

た
だ
、
橋
に
つ
い
て
は

｢

日
本
後
紀｣

嵯
峨
天
皇
弘

仁
３

(

８
１
２)

年
の
条
に

｢

六
月
己
丑
遺
使
造
摂
津

国
長
柄
橋｣

と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
源
氏
物
語
と
と
も

に
平
安
文
学
の
双
璧
と
さ
れ
る
清
少
納
言
の

｢

枕
草
子｣

第
63
段
に
は

｢

橋
は

朝
津
の
橋
、
長
柄
の
橋
、
天
彦

の
橋
、
浜
名
の
橋
、
一
つ
橋
、
転
寝
の
橋
、
佐
野
の
舟

橋
、
堀
江
の
橋
、
鵲
の
橋
、
山
菅
の
橋
、
小
津
の
浮
橋｣

と
長
柄
橋
を
含
め
11
橋
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
に
宇
治
橋
、
瀬
田
橋
、
五
条
大
橋
な
ど
が
歴
史
上
有

名
で
、
か
な
り
発
達
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(

次
号
に
続
く)

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人
高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用
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１
８
３
９

(

天
保
10)

年
４
月
幡
多
郡
宿
毛
郷

(

現
宿
毛
市)

に
生
ま
れ
る
。
通
称
を
恭

一
郎
ま
た
は
強
一
郎
と
い
う
。
小
野
家
は
代
々
藩
老
伊
賀
氏
に
仕
え
、
大
庄
屋
の
職
を
務
め

て
い
る
。
岩
村
通
俊
、
高
俊
や
林
有
造
は
母
方
の
従
兄
弟
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
、
新
政
府

に
出
仕
し
て
大
蔵
少
丞
と
な
り
、
次
い
で
土
木
頭
と
な
っ
て
大
阪
港
の
築
港
や
淀
川
の
改
修

等
に
そ
の
敏
腕
を
振
っ
た
。

こ
の
大
阪
で
の
数
年
の
生
活
が
義
真
の
一
生
を
大
き
く
転
換
さ
せ
、
実
業
界
に
雄
飛
す
る

こ
と
を
決
意
、
１
８
７
４

(

明
治
７)

年
１
月
官
界
か
ら
去
っ
た
。
在
官
わ
ず
か
に
４
年
足

ら
ず
で
あ
る
義
真
に
従
五
位
が
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、
土
木
頭
と
し
て
の
活
躍
が

人
並
み
で
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

退
官
後
は
財
閥
三
菱
の
顧
問
と
し
て
岩
崎
弥
太
郎
を
補
佐
し
、
三
菱
の
あ
ら
ゆ
る
枢
機
に

参
画
し
て
い
る
。
三
菱
で
彼
の
発
案
し
た
事
業
は
多
い
が
、
中
で
も
有
名
な
の
は
小
岩
井
農

場
の
建
設
で
あ
る
。
岩
手
県
盛
岡
市
の
郊
外
に
２
６
０
０
ha
余
の
面
積
を
持
つ
こ
の
農
場
は
、

現
在
は
畜
産
、
観
光
、
憩
い
の
場
所
と
し
て
岩
手
県
随
一
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

農
場
は
義
真
が
三
菱
の
岩
崎
弥
之
助
、
鉄
道
局
長
井
上
勝
両
氏
に
は
か
っ
て
設
立
し
て
経
営

し
た
も
の
で
、
そ
の
名
は
創
立
者
３
名
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
命
名
し
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
る
。

１
８
７
７

(

明
治
10)

年
西
南
戦
争
が
起
こ
る
と
、
義
真
は
弥
太
郎
を
説
い
て
汽
船
を
購

入
さ
せ
、
東
京
よ
り
戦
場
へ
の
兵
器
弾
薬
食
糧
の
輸
送
を
全
部
一
手
に
引
き
受
け
さ
せ
た
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
莫
大
な
利
益
を
得
て
、
財
閥
三
菱
の
基
礎
は
こ
の
時
に
初
め
て
定
ま
っ
た
と

い
わ
れ
る
。

１
８
７
２
年
東
京
・
横
浜
間
に
開
通
し
た
汽
車
は
、
大
陸
の
目
指
す
軍
部
の
主
導
に
よ
り

西
へ
西
へ
と
伸
ば
し
て
は
い
る
も
の
の
、
東
海
道
線
の
建
設
が
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

早
急
に
全
国
の
鉄
道
網
を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
私
設
鉄
道
の
設
立
を
主
唱
し
て
い
た
内
大

臣
岩
倉
具
視
は
、
日
本
鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
主
任
に
義
真
を
抜
�
し
た
。
こ
の
会
社
は
東

京
〜
青
森
間
に
私
設
鉄
道
を
建
設
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。
当
時
ま
だ
鉄
道

に
対
す
る
一
般
の
認
識
は
極
め
て
薄
く
、
こ
れ
の
設
立
は
困
難
を
極
め
た
が
、
義
真
は
寝
食

を
忘
れ
て
日
夜
奔
走
し
、
あ
る
い
は
政
府
を
説
い
て
保
護
を
願
い
、
あ
る
い
は
民
間
資
本
家

を
訪
れ
て
出
資
を
乞
う
な
ど
百
方
手
を
尽
く
し
て
、
１
８
８
１
年
設
立
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。日

本
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
推
さ
れ
て
初
代
社
長
に
就
任
、
早
速
、
東
北
本

線
上
野
〜
青
森
間
の
鉄
道
建
設
工
事
を
開
始
し
た
。
東
北
本
線
は
東
海
道
線
、
山
陽
線
と
と

も
に
本
州
を
縦
断
す
る
わ
が
国
三
大
幹
線
の
一
つ
で
あ
る
。
工
事
上
幾
多
の
困
難
を
す
べ
て

克
服
し
、
や
が
て
１
８
９
１
年
東
北
本
線
は
開
通
し
て
、
わ
が
国
陸
上
交
通
に
新
時
代
を
画

し
た
。

義
真
は
就
任
以
来
引
き
続
き
21
年
間
社
長
の
椅
子
に
座
っ
た
が
、
政
府
が
１
９
０
６
年
私

設
鉄
道
を
買
収
し
、
わ
が
国
の
鉄
道
を
す
べ
て
国
有
化
す
る
こ
と
を
決
定
、
そ
の
第
一
歩
と

し
て
重
要
幹
線
で
あ
る
東
北
本
線
の
買
収
を
開
始
し
た
。

義
真
ら
も
賛
成
し
た
国
有
鉄
道
成
立
を
目
の
前
に
し
て
、
１
９
０
５
年
５
月
９
日
死
去
。

67
歳
。

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人

高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用
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昨
今
の
世
界
経
済
情
勢
を
み

る
と
、
１
９
８
０
年
代
前
半
の

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ド
ル
高
で
輸

入
が
拡
大
し
、
貿
易
赤
字
で
苦

し
ん
で
い
た
。
そ
の
上
、
財
政

赤
字
も
悪
化
し
て
い
て

(

俗
に

い
う
�
双
子
の
赤
字
�)

と
な

り
、
経
済
が
不
安
定
に
な
っ
て

い
た
。
日
本
の
よ
う
な
輸
出
国

に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済

を
破
綻
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
。そ

の
解
決
策
の
１
つ
と
し
て
、

ド
ル
安
に
な
る
よ
う
に
輸
入
量

を
減
ら
し
、
貿
易
赤
字
が
解
消

可
能
に
な
る
よ
う
、
主
た
る
輸

出
国
が
為
替
レ
ー
ト
を
検
討
す

る
協
議
に
入
っ
た
。
１
９
８
５

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
、
Ｇ
５

(

先
進
５
か

国
蔵
相
会
議)

の
各
国
の
大
蔵

大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
が
集
ま
っ

て
ド
ル
安
に
誘
導
す
る
方
針
を

決
め
た
。
こ
れ
が

｢

プ
ラ
ザ
合

意｣
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、
ド
ル
が
高
す
ぎ
る
の

で
、
先
進
５
か
国
で
ド
ル
売
り

に
介
入
し
よ
う
と
い
う
合
意
で

あ
る
。

�
�
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プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
り
、
為
替

レ
ー
ト
は
円
高
・
ド
ル
安
の
方

向
に
ど
ん
ど
ん
進
み
だ
し
た
。

日
本
の
よ
う
に
輸
出
国
で
は
、

円
高
が
進
む
と
日
本
製
の
物
品

(

車
・
電
気
製
品
な
ど)

が
買

う
側
に
と
っ
て
高
価
に
な
り
、

い
く
ら
品
質
が
良
く
て
も
買
い

に
く
く
な
り
、
一
方
輸
出
産
業

を
進
展
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
日
本
で
は
、
公
定
歩
合
を

下
げ
る
と
い
う
方
策
を
と
っ
た
。

そ
の
結
果
、
金
利
が
下
が
っ
て
、

行
き
場
を
失
っ
た
お
金
が
、
投

資
価
値
の
あ
り
そ
う
な
不
動
産
・

株
・
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
投

資
先
に
変
わ
っ
た
。
１
９
８
７

年
頃
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
が
形
成

さ
れ
、
１
９
９
１
年
頃
ま
で
バ

ブ
ル
景
気
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
１
９
９
１
年
か
ら
２
０

０
２
年
頃
ま
で
が
崩
壊
期
に
当

た
る
。

バ
ブ
ル
崩
壊
が
始
ま
っ
た
１

９
９
１
年
以
降
か
ら
今
日
ま
で

の
長
い
低
迷
期
が

｢

失
わ
れ
た

20
年｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
日

本
の
政
治
・
経
済
は
、
欧
州
経

済
危
機
や
対
中
関
係
の
悪
化
を

背
景
に
し
た
外
的
要
因
に
よ
る

も
の
と
、
３
年
前
の
政
権
交
代

に
よ
る
政
局
の
意
思
統
一
に
起

因
す
る
経
済
の
停
滞
の
足
枷
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

�
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失
わ
れ
た
20
年｣

と
言
わ

れ
る
日
本
経
済
の
停
滞
を
回
復

す
べ
く
、
２
０
１
３
年
の
国
政

に
お
い
て
は
、
２
０
１
２
年
末

に
自
民
党
が
政
権
に
復
帰
し
、

民
主
党
政
権
下
で
の
諸
政
策
の

見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
政
府
主
導
に
よ
る
大
規
模
な

財
政
出
動
が
計
画
さ
れ
て
き
た
。

３
年
前
の
政
権
で
は

｢

コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ｣

と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
公
共

事
業
関
係
経
費
が
大
幅
に
削
除

さ
れ
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
が
一
変
し
、
建
設
産
業
は

耐
え
難
い
苦
境
に
陥
り
、
こ
の

厳
し
い
経
営
環
境
の
下
で
生
き

残
り
を
か
け
て
多
く
の
企
業
が

努
力
し
て
き
た
。

新
政
権
で
は
、
そ
の
流
れ
を

変
え
、
公
共
投
資
に
よ
っ
て
住

民
が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
を

適
切
な
コ
ス
ト
で
造
る
と
い
う

こ
と
で
、
建
設
業
界
の
真
価
が

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
財
源
と
な
る

も
の
は
国
債

(

国
家
が
歳
入
不

足
を
補
う
な
ど
の
財
政
上
必
要

な
借
金
と
な
る
も
の)

や
地
方

債
で
あ
り
、
国
民
・
市
民
の
次

の
世
代
に
借
金
を
残
す
こ
と
に

な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
経

費
は
社
会
資
本
の
構
築
に
使
用

す
る
た
め
、
国
民
・
市
民
全
体

が
こ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
た
い
。

�
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日
本
経
済
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以

後
、
約
20
年
間
デ
フ
レ
経
済
に

よ
り
経
済
力
を
消
耗
し
て
き
た
。

｢

物
価
が
安
い
こ
と
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
の
で
は｣

と
の

国
民
の
素
朴
な
疑
問
が
聞
こ
え

て
く
る
。
国
民
の
中
に
は
今
で

も

｢

デ
フ
レ
が
本
当
に
悪
い
の

か｣

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る

人
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
し

か
に
日
々
の
収
入
が
安
定
し
て

い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
デ
フ

レ
の
進
行
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ

る
が
、
モ
ノ
を
作
っ
て
い
る
企

業
に
お
い
て
は
製
品
の
価
値
が

減
少
し
、
企
業
の
利
潤
が
生
ま

れ
に
く
く
な
る
と
企
業
家
の
所

得
も
目
減
り
し
、
従
業
員
の
給

与
も
従
前
の
よ
う
に
出
せ
な
く

な
る
。
ま
た
、
新
し
い
就
業
の

機
会
も
少
な
く
な
る
。
若
者
や

高
齢
者
の
雇
用
も
困
難
に
な
り
、

失
業
者
が
増
え
る
。
そ
の
結
果
、

生
活
が
苦
し
く
な
り
、
人
々
は

消
費
を
控
え
る
の
で
、
モ
ノ
が

売
れ
な
く
な
る
。
ど
の
企
業
で

も
自
社
の
製
品
が
売
れ
な
く
な

る
と
価
格
を
下
げ
る
。
こ
う
し

た
悪
い
循
環
を
�
デ
フ
レ
ス
パ

イ
ラ
ル
�
に
陥
る
と
言
っ
て
い
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�����
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る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
ノ
が
安

く
買
え
る
こ
と
が
良
い
と
し
て

も
、
デ
フ
レ
は
長
期
的
に
は
、

経
済
の
健
全
な
発
展
を
阻
む
悪

で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

安
倍
首
相
の
掲
げ
る
一
連
の

経
済
政
策
を
ま
と
め
た
も
の
を

｢

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス｣

と
呼
ん
で

い
る
。

首
相
の
経
済
政
策
を
３
つ
の

基
本
方
針
に
ま
と
め
、｢

３
本

の
矢｣

で
表
し
て
い
る

(

こ
の

わ
け
は
、
首
相
が
山
口
県
出
身

で
あ
り
、
戦
国
時
代
の
武
将
・

毛
利
元
就
が
中
国
地
方
を
領
有

し
て
い
た
と
き
３
人
の
息
子
た

ち
に
矢
を
授
け
、
３
人
が
力
を

合
わ
せ
て
国
を
守
る
よ
う
諭
し

た
こ
と
か
ら
な
ぞ
ら
え
て
い
る)

。

１
つ
目
は

｢

大
胆
な
金
融
緩

和｣

、
２
つ
目
は

｢

機
動
的
な

財
政
出
動｣

、
３
つ
目
は

｢

民

間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略｣

で
あ
る
。

３
つ
の
経
済
政
策
が

｢

３
本

の
矢｣

と
し
て
集
約
さ
れ
、
低

迷
す
る
日
本
経
済
が
デ
フ
レ
脱

却
か
ら
復
活
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。

�



�
�
�
�
�
�

政
府
の
金
融
政
策
と
し
て
は
、

大
量
の
資
金
を
日
銀
が
市
中
の

金
融
機
関
に
供
給
で
き
る
よ
う

に
し
、
金
利
を
ゼ
ロ
近
く
に
誘

導
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

物
価
上
昇
率
の
目
標
を
定
め
、

そ
れ
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
貨
幣

が
世
の
中
に
出
回
る
よ
う
に
す

る
、｢

リ
フ
レ｣

政
策
を
日
銀

に
と
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
日
銀
の
資
金
買

入
基
金
を
使
っ
て
、
市
中
の
金

融
機
関
か
ら
保
有
国
債
や
金
融

資
産
を
買
っ
て
、
代
金
を
渡
す

と
市
中
銀
行
に
は
潤
沢
な
貨
幣

が
入
り
、
そ
の
貨
幣
が
市
中
に

出
回
る
こ
と
に
な
る
。
ど
ん
ど

ん
出
回
れ
ば
、
貨
幣
価
値
が
下

が
る
の
で
、
物
価
は
上
昇
し
、

イ
ン
フ
レ
に
向
か
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

上
記
の

｢

リ
フ
レ｣

は

Reflation

の
略
で
あ
り
、
計

画
的
に
統
制
さ
れ
た
通
貨
膨
張

の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
デ
フ
レ

脱
却
の
た
め
通
貨
を
増
や
そ
う

と
す
る
こ
と
で
あ
る
。Deflat

ion

↓

Reflation

↓Infla

tion

に
向
か
う
。

た
だ
、
日
銀
が
国
債
を
い
く

ら
で
も
買
っ
て
く
れ
る
と
な
る

と
、
通
貨
価
値
が
下
が
り
す
ぎ

て
猛
烈
な
物
価
上
昇
を
引
き
起

こ
す
の
で
、
日
銀
で
は
物
価
安

定
の
目
標
に
２
％
の
上
昇
率
を

採
用
し
、
国
民
生
活
へ
の
悪
影

響
を
防
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

２
％
の
物
価
目
標
を
導
入
し

た
理
由
は
、
現
在
の
デ
フ
レ
か

ら
脱
却
す
る
狙
い
で
あ
る
。
今

の
日
本
で
は

｢

ま
だ
物
価
が
下

が
る｣

と
の
デ
フ
レ
期
待
が
強

く
、
消
費
者
の
買
い
控
え
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
企
業
の
製
品

が
売
れ
利
潤
が
で
れ
ば
、
従
業

員
の
給
料
も
増
え
る
。
つ
ま
り
、

消
費
者
の
所
得
を
上
げ
て
景
気

を
良
く
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

で
あ
る
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
二
の
矢

で
あ
る

｢
財
政
出
動｣

は
、
現

実
に
日
本
経
済
の
デ
フ
レ
脱
却

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
役
割
を
担

う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
胆
な

金
融
政
策
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
資
金
を
、
市
場
で
活
用
・

流
通
さ
せ
て
い
く
た
め
の
、
誰

に
も
必
要
と
さ
れ
る
活
用
可
能

な
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
の
効
果

的
な
目
標
を
見
つ
け
、
そ
の
資

金
と
な
る
重
要
な
原
資
で
あ
る
。

も
し
、
多
額
の
資
金
が
供
給

さ
れ
て
も
、
銀
行
内
で
行
き
先

が
分
か
ら
ず
通
貨
が
迷
走
し
て

い
る
か
、
眠
っ
て
い
る
状
態
で

は
、
大
き
な
損
失
を
つ
く
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
貴
重
な
民

間
投
資
を
呼
び
起
こ
し
、
投
資

先
を
案
内
す
る
た
め
、
先
ず
、

政
府
主
導
に
よ
る
事
業
を
率
先

し
て
展
開
す
る
と
こ
ろ
を
民
間

に
披
露
す
れ
ば
、
新
し
い
発
想

に
よ
る
�
呼
び
水
�
と
な
る
。

こ
の
政
府
主
導
に
よ
る
�
呼
び

水
�
が｢

機
動
的
な
財
政
出
動｣

に
な
る
。

２
０
１
２
年
度
の
補
正
予
算

と
こ
れ
に
次
ぐ
13
年
度
の
一
般

会
計
総
額
を
合
計
す
る
と
１
０

０
兆
円
を
超
え
、
こ
れ
を

｢

15

カ
月
予
算｣

と
し
て
、
景
気
優

先
の
大
規
模
な
財
政
支
出
と
し

て
出
動
・
展
開
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
予
算
原
資
の

中
に
は
、
新
規
国
債
に
よ
っ
て

賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

も
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
景
気
循
環
を
加
速
す

る
た
め
の
事
業
と
し
て
筆
頭
格

に
な
る
の
は
、
公
共
事
業
で
あ

る
。公

共
事
業
へ
の
予
算
付
け
に

は
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題
点
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
予
想
を
超

え
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場
合

の
命
を
守
る
対
策
が
不
可
欠
で

あ
る
。
可
能
な
限
り
の
減
災
の

た
め
に
は
、
事
前
復
興
を
行
う

以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
事
前

復
興
と
は
、
近
い
将
来
必
ず
起

き
る
大
地
震
な
ど
に
備
え
、
予

測
さ
れ
る
被
害
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ

ク
し
、
そ
の
項
目
に
対
応
し
た

整
備
を
す
る
た
め
、
可
能
な
資

金
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

減
災
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。

公
共
事
業
へ
の
投
資
は
、
景

気
回
復
に
大
し
て
繋
が
ら
な
い

と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、
何
か

ら
優
先
し
て
い
く
か
が
大
事
で

あ
り
、
災
害
の
場
合
は

｢

事
前

復
興｣

に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
き
行
動
に
移
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

次
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
公

共
投
資
も
、
従
来
型
の
も
の
で

な
く
、
東
北
地
方
の
震
災
復
興

が
焦
眉
の
急
で
あ
る
。
続
い
て
、

高
度
経
済
成
長
期
に
造
ら
れ
た

イ
ン
フ
ラ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

更
新
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、

遅
れ
る
ほ
ど
補
修
に
コ
ス
ト
が

�������	
��
�����
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か
か
る
こ
と
に
な
る
。
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
三
の
矢
で

あ
る

｢

成
長
戦
略｣

は
、
国
内

総
生
産

(

Ｇ
Ｄ
Ｐ)

が
全
く
伸

び
な
か
っ
た｢

失
わ
れ
た
20
年｣

の
原
因
を
探
り
、
そ
こ
か
ら
抜

け
出
す
た
め
の
処
方
箋
を
描
く

こ
と
に
す
る
。

安
倍
政
権
は
、
そ
の
切
っ
掛

け
と
な
る
戦
略
を
い
く
つ
か
提

示
し
、
民
間
主
導
の
対
策
を
強

め
る
中
で
、
日
本
経
済
が
確
実

に
坂
道
を
登
れ
る
よ
う
、
政
府

が
そ
の
後
押
し
の
役
割
を
果
た

す
、
環
境
づ
く
り
を
示
し
て
い

る
。首

相
は
、
自
ら
の
主
導
に
よ

る
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て

の
産
業
競
争
力
会
議
で
成
長
戦

略
の
基
礎
・
応
用
技
術
を
培
う
。

健
康
で
は
新
薬
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

の
実
用
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
採
掘
、

次
世
代
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
・
整

備
、
農
林
・
水
産
業
の
資
源
の

確
保
と
活
用
な
ど
の
４
分
野
を

目
標
に
し
て
、
技
術
力
の
強
化

を
図
る
。

目
指
す
戦
略
の
方
向
と
し
て
、

①

製
造
業
の
復
活
を
目
指

す

｢

日
本
産
業
再
生
プ
ラ

ン｣

②

企
業
の
海
外
展
開
を
支

援
す
る

｢

国
際
展
開
戦
略｣

③

新
産
業
育
成
の
た
め
の

｢

新
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
ポ

リ
シ
ー｣

の
３
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
今
後
確
実
に
や
っ

て
く
る
重
点
分
野
で
あ
り
、
先

取
り
さ
れ
た
産
業
に
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
規
制
改
革
や
財
政
支

援
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
有

効
に
機
能
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�安
倍
政
権
は
デ
フ
レ
脱
却
を

目
指
し
、
日
本
経
済
を
刺
激
す

る
�
３
本
の
矢
�
を
景
気
浮
揚

に
向
け
て
放
た
れ
た
。
市
場
で

の
反
応
と
し
て
、
株
価
の
上
昇

と
円
安
が
進
行
し
て
い
る
。
し

か
し
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
や

国
債
価
格
の
暴
落
な
ど
を
懸
念

す
る
声
も
あ
る
。

穀
物
や
燃
料
価
格
の
上
昇
に

よ
り
電
気
料
金
の
値
上
げ
な
ど

が
始
ま
り
、
そ
れ
に
円
安
が
加

わ
る
様
相
を
呈
し
て
き
た
。
円

安
は
短
期
的
に
輸
入
品
の
価
格

上
昇
と
い
う
好
ま
し
く
な
い
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
、
デ
フ
レ
脱
却
の
鍵

と
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
物
価

上
昇
の
波
が
賃
金
ア
ッ
プ
に
ま

で
広
が
っ
て
い
く
か
ど
う
か
で

あ
る
。
家
計
所
得
が
変
わ
ら
ず

生
活
必
需
品
の
価
格
だ
け
が
上

が
れ
ば
、
脱
デ
フ
レ
と
は
言
い

に
く
い

(

単
な
る
物
価
の
値
上

げ
と
な
る)

。

川
上
の
輸
入
原
材
料
が
上
が

り
、
川
下
の
最
終
製
品
ま
で
浸

透
す
れ
ば
、
消
費
者
物
価
も
上

が
っ
て
デ
フ
レ
脱
却
に
近
づ
い

て
い
く
。
た
だ
、
企
業
が
最
終

製
品
を
値
上
げ
で
き
る
か
ど
う

か
は
家
庭
の
所
得

(

収
入)

次

第
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
家
庭

の
収
入
が
増
え
る
と
い
う
期
待

が
な
け
れ
ば
消
費
も
増
え
な
い
。

消
費
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
企
業
が
利
益
を
得
、
従
業
員

の
賃
金
も
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
賃
金
が
上
が
れ
ば
消
費
も

増
え
、
企
業
の
製
品
も
売
れ
る

と
い
う
、
好
循
環
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
が
解
決

す
る
こ
と
に
な
る
。

脱
デ
フ
レ
の
好
循
環
を
つ
く

る
た
め
に
、
デ
フ
レ
脱
却
の
鍵

を
握
る
賃
金
の
上
昇
に
向
け
て
、

政
府
、
経
済
界
、
労
働
組
合
の

三
者
で
協
定
を
結
び
、
デ
フ
レ

を
退
治
し
、
モ
ノ
が
売
れ
る
よ

う
に
す
る
。

昨
年
暮
れ
の
政
権
交
代
か
ら

社
会
の
変
化
が
見
え
始
め
た
。

①

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人

が
３
割
増
え
て
い
る
こ
と
。

②

大
都
市
で
は
、
地
価
の

回
復
を
は
じ
め
と
す
る
不

動
産
市
場
に
投
資
マ
ネ
ー

が
流
入
し
始
め
た
こ
と
。

③

株
価
は
昨
年

(

２
０
１

２
年)

の
11
月
に
衆
議
院

解
散
が
決
ま
っ
て
以
来
、

現
在

(

２
０
１
３
年)

の

３
月
末
ま
で
、
右
肩
上
が

り
に
推
移
し
て
い
る
。
こ

れ
を
日
経
平
均
で
見
る
と

９
、
０
０
０
円
弱
か
ら
終

値
が
１
２
、
０
０
０
円
を

超
え
て
い
る
。
株
価
の
値

上
が
り
も
顕
著
で
あ
る
。
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緊
急
経
済
対
策
の
事
業
規
模

は
、
国
と
民
間
を
合
わ
せ
る
と

20
兆
円
を
超
え
る
事
業
規
模
の

大
型
対
策
に
な
っ
て
い
る
。

安
倍
政
権
で
は
、
東
日
本
大

震
災
の
復
旧
・
復
興
を
緊
急
経

済
対
策
の
要
に
据
え
、
財
政
を

出
動
さ
せ
て
い
る
が
、
被
災
地

で
は
建
設
工
事
の
増
加
に
伴
い

工
事
を
請
け
負
う
落
札
企
業
が

決
ま
ら
な
い

｢

入
札
不
調｣

が

相
次
い
で
い
る
。
こ
の
原
因
は
、

作
業
員
の
人
件
費
や
資
材
価
格

が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

受
注
し
て
も
利
益
が
上
が
ら
な

い
と
感
じ
て
い
る
業
者
が
事
業

参
入
を
た
め
ら
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
国
や
自

治
体
は
入
札
参
加
の
基
準
緩
和

や
共
同
企
業
体
の
枠
組
み
の
改

善
、
大
規
模
事
業
の
一
括
発
注

な
ど
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
さ
ほ
ど
の
効
果
は
表
れ

て
い
な
い
。

現
状
で
は
復
興
へ
の
道
筋
は

長
引
き
そ
う
で
あ
る
。

せ
っ
か
く
の
財
政
出
動
と
事

業
の
進
捗
が
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
に
必
要
な

人
材
の
不
足
は
、
他
県
か
ら
の

雇
用
に
つ
な
が
り
や
す
い
制
度

を
設
け
、
資
機
材
の
不
足
も
同

様
に
考
え
、
調
達
し
や
す
い
試

み
が
必
要
で
あ
る
。

発
注
・
受
注
の
流
れ
を
検
証

し
、
ど
こ
で
隘
路
に
な
っ
て
い

る
か
を
突
き
止
め
、
流
れ
を
修

正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
竣
工
の

期
日
を
早
め
る
こ
と
が
地
域
に

と
っ
て
も
事
業
関
係
者
に
と
っ

て
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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倫理委員会の設置が１月11日の理事会で承認され､ １月15日に第１回の委員会が開かれました｡ これまで当協会
に構築したコンプライアンスに関する主な組織､ 制度は次の通りです｡
(１) 倫理委員会

警察ＯＢや公正取引委員会ＯＢ､ 弁護士､ 大学教授などの､ 外部有識者５名にて編成｡ 本年度は､ コンプ
ライアンス確立に向けた活動報告や平成25年度以降の活動方針の検討､ 更には公益通報の状況報告などを中
心に活動を行い､ 計５回の委員会を行った｡

(２) コンプライアンス委員会
土木部会､ 建築部会､ 下水道部会から推薦された､ 計11名にて編成｡ 建設業界における法令遵守徹底への

取組みについて企画､ 立案を行っている｡ 平成24年度は､ 談合事案の検証結果､ 行動憲章の策定､ 倫理委員
会の設置､ 県の談合防止対策の検討､ 支部訪問の計画などの協議を行った｡

(３) 公益通報制度
倫理委員会委員長 (元：県警刑事部長) に取扱責任者として､ 公益通報取扱事務所を建設会館３階事務所

に設置して通報を受付けている｡
通報の受付：祝日を除く､ 火曜日・木曜日10時～16時

(４) 情報公開制度
協会の事業や財務に関する情報をホームページや備え置きの書類などで広く一般県民に公開している｡

�
�������
�����

建産連と高知県の協議懇談会が２月18日に開催されました｡
今年度も尾�知事をはじめ､ 奥谷土木部長､ 味元副部長､ 野村副部長など土木部幹部の方に出席頂き､ 業界のコ

ンプライアンス推進やその他要望について協議しました｡
当日の内容は次の通りです｡
１. 要望についての協議懇談
(１) 社団法人高知県測量設計業協会
①測量設計業務における県内企業の受注拡大について

(２) 一般社団法人日本造園建設業協会 高知県支部
① ｢街路樹剪定士｣ 資格の活用について
②維持委託業務の前払金についての要望について

(３) 意見交換
２. コンプライアンス確立に向けての協議
(１) 社団法人高知県建設業協会
①独禁法違反の事案の総括について
② ｢法令違反と信頼回復に向けての改善計画書｣ の内容とその具体的活動計画・進捗状況について

(２) 社団法人高知県測量設計業協会､ 高知県舗装協会
①コンプライアンス確立に向けての活動報告と今後の取り組み方針について

(３) 意見交換

����� NEWS TOPICS �������	
��

����
����

氏 名 新 旧 発令日

廣 田 正 邦 建設業労働災害防止協会 調査役 Ｈ25.４.１

高知県支部へ出向

同団体 事務局長

岡 崎 倫 静 総務課長 主 事 Ｈ25.３.７

徳 久 和 人 書記 (新規採用) Ｈ25.３.15



������
� �� � �

�� �
����	
��

��	
�

�� 

�����������

���

�� � ��	
�

�� � ��	
�

������
� �� � �

� 
 ����� !

" �

������� ����

#$% &'���

()*#+,- .&��

/0123405	
�

�� 

��	
�

����� !

�6 7 89:;#$%;<=�>?�

@@ 
 #A	
�

@� 7 BC�DE,- ,-F�

@G � 8H�8I,- ,-F�

@6 � JK�LM�NOP�,- ,-F�

������
� �� � �

� 

89�QR�8SE,- ,-F�

����� !

T 7
UV,- ,-F�

WX,- ,-F�

� �
YZ-%�� [
�

��	
�

" � �����������

�� \ #+]^�_`ab

�� 
 ����� !

@� 7
cN�-�d����	
��

cN�-�d��	
�

@" �

cN�-�d��-���

cN�-�d���

,-��

@e 

/0123405	
�

��	
�

�������	
��
�����

������������	
�� NEWS TOPICS 



�������	
��
�����



�������	
��
�����

����� �����	
��

�������	

����
������� �����


���������������



�������	
��
�����

� ������	

���
������������������	


� ������	
�	�
��

� ���������	���������	
���
��

� ����� �!"�#$

%&'(

)*�+,-./��������	��

)*�0,-. �������	��

1 �2	34�5678�9�:;<#$�5=

� >?@A

�������� !"B8�?CDEFGHIJKLMNOPQ

R DESTU�VWXYZ[�	\]^_	`a

� YZbcU!defghi�VWj�DESTklESTU�mnYZo[pq<�r�st78uZv�

�wx	�byzkF{z|}~�HI�����	Lc�r>

� �
���	lE�U	F�

� �
���	������	lE�U��,F�

�lE���wx�,����HI���Z

�)*��,��NOF�

�#�$%&��'(�)*�+,�������	


� �Z�������<>���	� �DE�	
�@¡�¢E£�?CmC¤¥�¦:

� >?@A

�����-�� !"B8�?CDEFGNOPQ

�.�
�/*01234������	


� �wxo§¨��9j;©�Z����	>���	ª«U	#$

h >���	ª«�#$

� ¬w­�®¯x­�>���°±¬w-�®¯x-�>���/�

² >����³´<��	#$

� µ¶�	·©��;¸9¹º �»Q

¼ >?@A

�����-�� !"B8�?CDEFGNOPQ

R YZ�mn��78��	�Z�������<��	z½©

� ¾�¿�ÀÁÂUo·M¿�9Ã�78FÄ��	CÅ�YZ�mn��78��Æ�Ç	ÈÉÊËÌÍ

Î	�Ï��Ð�Ñ©Òv��Z�������<¬w	��ÆÓÔ�ÕÖ��	r×�ÓÔ�ÕÖ��	

��*×HIØÙ���ÚÐ	Û«	!"�v7;©Ü

� >?@A

�����.�56 !"B8�?CDEFGNOPQ

� ÝÞß	àá

h DEâÛãä	#$

� ����åUæ	�wx	ç�DEâÛãä�è<DE	���éUæÓê	ëì	DEâÛãä�í

´<Ü

Æ�Ì �îï ð¶;��Ð

� >?@A

DEâÛxVñHIÄÓ¬wò	óô�Ñ©ÒÆ��·õö÷0ø�ù���úLMÐ�m<ûQ	üý�

�B8�?CDEFGNOPQ

�������	

��
�������������������� 

!"#



�������	
��
�����

� ������	
��
	��

����������������������� 

! "#$$$%&'�������

! ()*+,-.��� 

����������/01�����2#$$$%&��34

! 56	��789�:.;�	�
1*�������<=

! >?	@.A�������*<=

! =�BCD=�<E���FGH?IJ.KLM�N�.AOPQ

�R�S	��
T	UVW

! XYZ[\	UVW

�]�=^_`

��	
��
����ab.^c��defg/0

R ������	hiIJ	jLkl	��

! �
mn9.opq�L	��r�PQM�Ac��.FG1��
st	hi	jLkl���

�u�vm
Tv	kl�2wxyz{�'|}
Tv	kl�~xyz{�

! hiIJ��L	kl.����N��/����.*q��.AO���bD��	��{	
st

�G���r�PQ

! =^_`

��	
��
����ab.^c��defg/0

] ������	��st�	��

! ��st�D��	@�KL�q�t�����M��

���sT*����

! =^_`

��	
��
����ab.^c����fg/0

� �L>?	
)d�	��

! �L>?	
)d�	������� 

�"#$$$%&'�#$$$%&

�()*+,-.��� 

! =^_`

��	
��
����ab.^c��de������fg/0

��������������� !�"#$�%&'()*+$

  ¡�¢�£¤¥	¦§

� ¨[:©>?

! �
	ª«<E�¨[�q¬­	789�®¯

! °±�¤¥��²���N��P³´µµ¶¨[:©>?9	��� �®·

� �L>?	��¸¹r

! º»�¼±�bc�1½	¾¿ÀS�	ÁÂ	�1ÂÃ�qÄ9ÅIÆM�N��®·

Ç È�É>ÊË.ÌÍ�GÎÊË.A�É>Ï	ÎÐ	Ñ^

! ÄÒ½S	GÎÊË	
u�FÓ���g56	��ÔJ1ÕÖ×ØÙÕÚ��^�qÛ	ÜÝ�®¯

�qÞßw"àáâ.Ñ^�L

ã 
st	äåC	æW�ÁsW���ç	èé9�

� Þßw"àáfgÞßwêàá�1	ë.ÁsW9�^²b��DqÛ	ìízî	ïð_ë�ñò

! ÁsW óà',�

! � ç ôà'��

� ÁsW9.õ��	��öÙî¨[�<=�qÁsW9�é÷1����ø�ùú�ûü�bc�1qa

b�
ý�®·

R aûþéÐ.��<�¨[�<=�qab�
ý�®·

�ÁsW9	��öÙî¨[DN	â1<=�



�������	
��
�����

� ������	
�
�������	
��
�

� �������

� ����������

� ���� �!�"#$%&�'()*+,-�./01�
�

2 34	5

�
���������'67489:4;<=+�>?@A

�B������9'CDEFG���

� ����'HEIJ	


K LMNOM

� ����	
�PQ

K BRNSTRU�OV

2 34	5

�
���������'67489:4;<=+�>?@A

�L��������'CDEWXYZ['\]E����	
�PQ

K BRNSTRU�OV

K 34	5

�
���������'67489:4;<=+�>?@A

�^� �!�_`abcd�ef

� �����g�hP

K 34	5

�
���������'67489:4;<=+�>?@A

� ij'k�*$��lmD=nopijqPrsl!t'u?�=[��vw)'()*x$ �yz$

{|9'+-}~�-:���Eno>?$�}���'()*$��������9�����p���

����9���'C)*���=�1$�4���������J�vw)'��)*\�l�s]E�

�q ¡s¢������������vw)£¤¥BkH�¦

� � � � � �

� 	
��

������

������

������

������

� 	���
������

�����

������

������

 	!"#�

$�����

�����

%���&�

�����

� � � � � �

� '()*+
%���,�

������

-���,�

������

� ./)*+
������

������

%�����

������

 012
������

�����

%�����

�����

3456
7 345689

:;<=+>?@AB�CDEFGHIJKLMNOP
<QRD�STU7TG

?VTWX;

$��%�

�����

� 	
��
DYZ[\]^+_<=`a�DbcOdefghTi\jZGklYm`nTe�opqr

sX;�$�����



�������	
��
�����

� ������	
��
������

� ��������	���� �!"�#$�%&'()�

*+,-./012	�� �!"�34#$�5

� 678-

�������	
���#	79:;+,<=��>?	��@A�	B���������CDEF

G :;HIJK	
��LM�N�
�

� :;HIJK	
��LM�N�
��OP!QR

S'T)�UVPWX*'()�Y�� �ZN5

*[\]^-/012	�� �!"�34#$�5

� ���
���:;HIJK�K_CDEF

� �����������
*05`ab�cde6

� Afg&hi!jklX#mnopqrns`a!t1cdX3e6

S-u-�vwWxyz�HIg{|D}��9	~�

*�5�������l�}#Afg��eL�\�cd

� �������l�}#Afg	�43&mnopqrns	B�]���	]�z����!����8

�	eL�\�	����

*�5mnopqrns	B�]���������:;HIJK�K_����

� Afg	mnopqrns]������!�X&����34W4Afg%��:;HIJK�K_�!

�pn��%�O��pn����O 

� �������:;HIJK�K_CDEF

��������	
���
�

	 ������� !"
#	$%�&'()*+,-./01�23�456������*786������� 9:�;<=!">6?

:=@ABC(D=EF

¡¢7£

�¤¥jk¦§ ©̈)ª«¬­�@A*®N�P¯WX5

�¤¥jk¦§ °̈©))ª«¬­�±²³´@A*®N�P¯WX5

¡µ¶ ©̈1¯£

�¤¥jk¦§ ©̈)ª«.· °̈©))ª«¬­�@A*�®5!¸I

*�������	
���#	79:;+,<=��>?CDEF5

#G$HIJKL�MNO�P:QR*SC��TUVW�����*XYZ6������*786�����[\

�?:��]W[^6?:=@A

*�������	
���#	79:;+,<=��>?CDEF5

G _]`abc�d.
¹f���	
������	�43&LMºS»bº��lX3&¼½¾¿������À!¸I

*�������	
���#	79:;+,CDEF5

� efghijklm1�d.
"ÁgCD¤¥Â¦�/Ã¦�ÄÅ!"��$��ÆÇÈÉ��ÈÊ!1ËÌ)Í*ÎÏ/Ð1ËÌ(Í5	ÎÏ

*�������	
���#	ÑÒÓ���CDEF5

� nopaqrst��uvY�d.
Ô:;�K�\V¯!EFÓ�Õ�@A�Ö×ØÙ:;	
43&Ô:;g	B�ÚK�\�!&ÛÜ�ÝÞß

àá	Ââ3&@Aãßàá	]��e6

*�����w�	
���#	79:;+,CDEF5

xyz{|}
~��d.���;�1*XYZ�6�
�*�z�HI�efO��

������*��>�B����A=y�Y>�B�

�]|�

�z�HI�efO��

kl�� ������ ��¡ ¢�£¡

efP�� ������ ��¡ ¢�£�



�������	
��
�����

本日､ 平成25年度の公共工事設計労務単価が決定・公表され､ 前年度と比べ､ 全国平均で約15％､ 被災三県の平均

では約21％の上昇となったところである｡

近年の技能労働者に係る就労環境の変化は大きく､ 建設投資の大幅な減少に伴って､ いわゆるダンピング受注が激

化し､ そのしわ寄せが労働者の賃金低下をもたらして､ 若年入職者が大きく減少しており､ このままでは熟練工から

若手への技能承継がされないままに技能労働者が減少し､ 将来の建設産業の存続が危惧されるに至っている｡ 技能労

働者の育成には一定の期間を要するものであり､ ここで適切な対策を講じなければ､ 近い将来､ 災害対応やインフラ

の維持・更新にも支障を及ぼすおそれがある｡

若年者が建設業への入職を避ける一番の理由は､ 全産業の平均を約26％も下回る給与の水準の低さであり､ また､

最低限の福利厚生であり法令により加入義務のある社会保険等に未加入の企業が多いことも大きな原因の一つである｡

一方､ 現内閣は､ その基本方針 (平成24年12月26日閣議決定) において ｢雇用や所得の拡大を目指す｣ ことを掲げ

るとともに､ 内閣総理大臣自身が経済界との意見交換会において､ 働く人の所得の増大を目指し､ 政府・経済界・労

働界が大局的観点から一致協力して取り組むことによりデフレ経済からの脱却を図るとの方針を示している｡

こうした諸事情を踏まえれば､ 技能労働者に係る適切な賃金水準の確保は､ 建設産業全体の喫緊の課題であり､ 下

記のとおり､ 適切な価格での契約及び技能労働者等への適切な水準の賃金の支払等について､ 貴団体傘下の建設企業

において､ ご理解と適切な対応を図られたく､ 周知徹底方お願いする｡

記

１. 技能労働者への適切な水準の賃金の支払に対する特段の配慮

公共工事の適正な施工を確保するためには､ 技能レベルが確保された労働者による施工が不可欠であり､ こうした

技能者の確保・育成には適切な水準の賃金の支払が極めて重要である｡ また､ 技能労働者に対して適切な水準の賃金

が支払われることは､ 公共工事設計労務単価及び予定価格への反映を通じて発注価格の水準の適正化にもつながり､

これにより技能労働者に対する適切な水準の賃金支払も可能になるといった健全な循環の実現に寄与することとなる｡

加えて､ 現内閣においては､ 公共投資の拡大を労働者の所得増加に結びつけ､ 消費の拡大､ さらには生産の拡大を通

じてデフレ経済からの脱却を目指しているところであり､ 公共事業の受け手である建設業における労働者の賃金引上

げは､ 極めて重要な課題である｡

平成25年度の公共工事設計労務単価の上昇は､ 直接的には発注者が積算する予定価格の上昇につながるが､ これを

技能労働者の処遇改善につなげるためには､ 建設業界全体が一定の共通認識を持った上で､ 取り組みを進める必要が

ある｡

このため､ これらの点に十分留意の上､ 適切な価格での下請契約の締結を徹底するとともに､ 下請企業に対し､ 技

能労働者への適切な水準の賃金の支払を要請する等の特段の配慮をすること｡ 専門工事業者においては､ 雇用する技

能労働者の賃金水準の引上げを図ること｡

なお､ 国土交通省においては､ 公共工事設計労務単価の上昇が技能労働者の賃金水準の上昇に結びついているか､

別途実態を把握した上で､ その状況を翌年度の公共工事設計労務単価の改訂に反映することとしているので留意され

たいこと｡

国土入企第36号

平成25年３月29日

(社) 全国中小建設業協会会長 殿

国土交通省土地・建設産業局長
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２. 法定福利費の適切な支払と社会保険等への加入徹底

社会保険等への加入は､ 労働者を雇用する事業者及び労働者にとって法令上の義務であり､ また､ 技能労働者に最

低限の福利厚生を保障して､ 若年入職者の確保を図ることが技能承継を通じた建設産業の持続的発展に不可欠である｡

今回改定された平成25年度の公共工事設計労務単価においては､ 技能労働者の加入に必要な社会保険料 (本人負担

分の法定福利費) 相当額が勘案されているほか､ 既に平成24年４月に行われた現場管理費率式の見直しにより､ 事業

主が負担すべき法定福利費についても､ 適切に予定価格に反映されるよう措置されている｡

このため､ 元請企業においては､ 下請企業に対し､ 社会保険料 (事業主負担分及び労働者負担分) 相当額を適切に

含んだ額により下請契約を締結すること｡ また､ 専門工事業者においては､ 既に作成が進んでいる標準見積書及び作

成手順書の活用等により見積書における法定福利費の内訳明示を推進するとともに､ 技能労働者に対し､ 法定福利費

相当額を適切に含んだ額の賃金を支払い､ その使用する労働者を法令が求める社会保険等に加入させること｡

３. 若年入職者の積極的な確保

若年者の処遇改善により若年入職者を確保した企業が円滑な技能承継を通じて伸びていくことができるという健全

な循環を形成することができるよう､ 今回の公共工事設計労務単価の引上げを若年者の賃金引上げと社会保険等への

加入につなげることによって､ これまで困難であった若年入職者の確保を積極的に推進すること｡

４. ダンピング受注の排除

平成24年度補正予算の経済効果の早期発現を図り､ デフレ経済からの脱却を図るため､ さらには､ 近年のダンピン

グ受注により下請企業へのしわ寄せが､ 技能労働者の賃金水準の低下や社会保険等への未加入といった処遇悪化を招

き､ これが若年労働者の確保に大きな支障となっている事態を改善するためにも､ 発注者から元請企業､ 下請企業を

通じて技能労働者に至るまで持続可能性を確保できる資金が適切に支払われることが重要である｡

このため､ 工事の品質確保に必要な費用を適切に見込んだ価格による契約締結を徹底し､ ダンピング受注を排除す

るとともに､ 建設業法第19条の３に規定されているとおり､ 自己の取引上の地位を不当に利用して､ 工事の施工に通

常必要と認められる原価に満たない金額での契約を締結してはならないことについて､ 改めて徹底すること｡

５. 設計変更に伴う下請企業への適切な支払

｢公共工事の迅速かつ円滑な施工確保について｣ (平成25年３月８日付け総行行第43号､ 国土入企第34号) ２. (1)

において､ 労務の需給に係る状況等から入札不調・不落が懸念される地域においては､ 地域外からの労働者確保に要

する間接費の設計変更について､ ｢平成24年度補正予算等の執行における積算方法等に関する試行について｣ (平成25

年２月６日付け国技建第７号) を参考として適切な運用に努めるよう公共発注者あて通知されたところであるが､ こ

の措置に基づき､ 設計変更により発注者から追加費用が支払われる場合において､ 地域外からの労働者確保に要する

費用 (宿舎費等) や資材の遠隔地からの調達に伴う輸送費等を下請企業が負担しているときは､ 元請企業は､ 設計変

更により追加支払が行われる趣旨にかんがみ､ また､ 労働者に適切に賃金が支払われるようにするためにも､ 下請企

業にその負担額を適切に支払うこと｡

６. 労務費の急激な変動への対応

国土交通省においては､ 当分の間､ 各地域の技能労働者の賃金の推移を注視するとともに､ 賃金水準の上昇の兆し

がみられる地域については､ 賃金の急激な変動により公共工事設計労務単価が賃金実態を反映しておらずに年度途中

の見直しが必要かを検討するために､ より詳細な調査を実施することとしているので､ これにご協力いただきたいこ

と｡

７. 資材不足等への適切な対応

公共工事の増加に伴う建設資材の不足や価格上昇についての情報を適切に提供いただくとともに､ 不足や価格上昇

が具体化した際には､ 建設資材対策地方連絡会等を通じ､ 公共工事発注者､ 資材団体等と情報共有を図りつつ､ 連携

して適切な対策を講じること｡
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一般社団法人高知県建設業協会の概要
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２重枠の文字を組み合わせて漢
字２文字の熟語を完成させてく
ださい｡

問

������
� 	 


(タテのカギ)
① キク科の二年草｡ 漢字では春紫苑｡
② 果汁などをゼラチンで固めた菓子
の一種｡
③ 聞くこと｡ 聞き取り｡
④ ○圧｡ 台○｡
⑤ のみこみ｡ 会得｡ ○○が早い｡
⑥ 動物を飼育したり､ 誘い寄せたり
するための食物｡

(ヨコのカギ)
① 空腹なこと｡ 飢えているさま｡
○○精神｡
⑦ 失敗｡ 間違えること｡ 誤り｡
⑧ 自分の才能や仕事に自信をもち､
誇らしく思うこと｡

⑨ 一軒家での癒しの空間になること
が多い｡ ○園｡
⑩ 競技で､ 味方の選手・チームを励
ますためにうたう歌｡
⑪ 相手の気持ち・事情・ようすなど
をそれとなくうかがうこと｡ ○○を
入れる｡
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２重線の文字を組み合わせてで

きたことばを漢字に直し､ その

漢字３文字をご記入下さい｡

ヒント：□□□□のすゝめを読

んで□□□くなろう！

２重線の文字を組み合わせて､
ヒマラヤ山脈の南側にある国の
名前をご記入下さい｡

ヒント：この国の国王陛下が福
島県を訪れたとき ｢自分の中の
龍を大切に育てて下さい｣ と述
べられた｡

(タテのカギ)
②○○田村麻呂
○○○の雲
③○○家康 ○○慶喜
④細川忠興の妻
⑥○○義仲
平氏を征伐 義経に敗れる
⑪古代素焼の器物
⑫昔の貨幣の単位 一○無し

(ヨコのカギ)
①○○の国 (高知県)
③罪人のこと ○○人
⑤最近は1185年成立の見解が主流
○○幕府
⑥平安時代の歌人
当地にも土佐守として赴任
⑦中国春秋時代の故事から○○嘗胆
⑧中世農民の共同組織
⑨西日本の方言
｢無茶｣ ｢乱暴｣ なこと
土佐弁では ｢おちょくる｣ など
の意
⑩八百八町
⑬夫婦に歴史あり､ 50周年を祝う
○○○○式

(タテのカギ)
②自分の息子をへりくだって言う語｡ 古くは女
子にも用いられた｡ ｢痩せ枯れ｣ が語源とも
言われています｡
③猛禽類で比較的大きい鳥をワシ､ 小さい鳥を
○○という｡ 英語でホークと呼ばれています｡
④ ｢ピンから○○まで｣ 最後又は最低のもの｡
⑤アイヌ語で ｢送り儀式｣ のことで､ ｢熊祭り｣
の字を当てることも多い｡
⑥兵庫県の県庁所在地｡ 人口150万人余りの政
令指定都市｡
⑦太陽の出る方向に向いて左の方角
⑧10億分の１メートルの単位｡ ギリシャ語の小
人という語に由来する｡
⑪疑似餌として使われる釣り道具
⑫サハラ砂漠に吹く熱風｡ 子供に大人気のアニ
メ会社名にもなっています｡
⑭最大種で体長300cm､ 最小種は､ 野市動物園
でも大人気の ｢マレー○○｣ で体長100-150
cm程度｡ ネコ目内でも大型種で構成されてい
ます｡

(ヨコのカギ)
①漢字で山翡翠と書くカワセミの仲間｡
③河川や湖の一部が段差になり水が落下してい
る場所をいう｡ 瀑布ともいう｡
⑤別名でアンカーと呼ばれる｡ 船や航海を連想
させるものとして､ シンボル的に用いられる
ことも多い｡
⑥デフレから日本を立て直した大臣｡ 高橋○○
⑧今の英語読み｡ ツイッターで語尾に付けるこ
とが流行しています｡
⑨コロンブスはこれを机に立てたと言われてい
ます｡ 最初に着想し成功させることは難しい
という逸話｡
⑩小説の英語読み｡
⑬活動的､ 積極的であることの英語読み｡
⑮イタリアの首都｡ アウグトゥスを初代皇帝と
するこの名前の大帝国が築かれました｡
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1 2 2 3 24

2 25

6 2 7

8 2 9 2

2 10 11 2 2 12

2 2 13

ト サ
2
ト

2
ガ

2
マ ラ

2
カ ク

キ ノ
2
ガ ンシ

ソ ウ
2
ワ ヤ

2

2
エ ド

2 2
モ

2 2
キ ンン コ

1 2 3 4

5

6 7

8 9

10 11 12

13 14

15

ヤ マ セ ミ タ キ
ガ イ カ リ

コ レ キ ヨ
ナ ウ マ ゴタ
ノ ベ ル ジン

ア ク テ イ ブ
ロ マ リー

1 2 3

7 3

8 9 54

10 6

11
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高知県防災キャラクターＣ◯やなせたかし
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〒780-0870　高知県高知市本町 4丁目 2-15

小島橋　（北川村）小島橋　（北川村）
魚梁瀬森林鉄道遺産の中でもっとも規模の大きな橋。山の
緑の中に赤い橋脚が印象的です。1932（昭和７）年に建設
され、森林鉄道の歴史を今に伝える貴重な資料として、
2009 年に他の建造物とともに国の重要文化財に指定されま
した。写真を撮るなら、周囲の山々の山桜がきれいな春が
一番のおすすめ。

（高知県ホームページより）
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　( 写真提供：高知県 )


